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▼
最
近
よ
く

「
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
」
と
い

う
言
葉
を
耳

に
し
ま
す
が
、

日
常
生
活
で

は
使
う
機
会
が
少
な
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

▼
そ
こ
で
興
味
を
持
ち
、

自
分
に
も
使
え
る
か
調

べ
て
み
る
と
、
Ａ
Ｉ
は

身
近
な
場
面
で
と
て
も

便
利
に
使
え
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

▼
私
が
利
用
し
て
い
る

の
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
社

の
「
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」

と
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

で
す
。

▼
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

お
知
ら
せ
な
ど
、ち
ょ
っ

と
し
た
文
章
を
作
る
場

面
は
意
外
と
多
く
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、「
ゴ
ミ

当
番
交
代
の
お
知
ら
せ

を
作
っ
て
」
と
入
力
す

る
と
丁
寧
な
文
案
が
示

さ
れ
、「
友
人
が
入
院
し

た
の
で
お
見
舞
い
メ
ー

ル
を
考
え
て
」
と
頼
め

ば
自
然
な
文
章
が
返
っ

て
き
ま
す
。

▼
最
近
は
文
章
だ
け
で

な
く
、
イ
ラ
ス
ト
や
動

画
、
音
楽
ま
で
生
成
で

き
る
た
め
非
常
に
便
利

で
す
。

　

た
だ
し
内
容
を
鵜
呑

み
に
せ
ず
、
誤
り
が
な

い
か
確
認
し
修
正
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
世
間
で
は
色
々
な

こ
と
に
悪
用
さ
れ
て
い

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

▼
実
は
こ
の
文
章
も
Ａ

Ｉ
に
添
削
し
て
も
ら
い

修
正
し
ま
し
た
。

女
性
の
力
で
組
合
を
前
進

　

11
月
25
～
26
日
、
第
38

回
主
婦
の
会
県
内
交
流
学

習
会
を
防
府
市
の
「
防
府

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
を
会

場
に
６
支
部
24
人
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

藤
永
主
婦
の
会
会
長
、

基
本
組
合
の
役
員
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、「
ホ
ル

モ
ン
の
変
化
に
よ
る
身
体

を
ｙ
ｏ
ｇ
ａ
で
整
え
る
」

と
題
し
た
講
演
を
「
ａ
ｔ

ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
夢
の
種
」
主

宰
・
沖
祥
子
氏
か
ら
受
け

ま
し
た
。
実
際
に
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
を
広
げ
皆
が
身
体

を
動
か
し
な
が
ら
、
人
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

「
呼
吸
」
を
整
え
る
こ
と
、

楽
し
く
人
生
を
送
る
こ
と

を
目
指
す
ヨ
ガ
の
お
話
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
講
演
内
容

に
つ
い
て
」「
主
婦
の
会

の
活
動
に
つ
い
て
」
の

テ
ー
マ
で
分
散
会
を
実
施
。

生
活
に
密
着
し
た
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
全
体
で
分
散
会

２班に別れてテーマについて議論

２日間の交流学習

生
活
に
密
着
し
た
視
点
　
　
　

　
　
　
活
発
な
意
見
交
換

藤永会長

主
婦
の
会
参
加
者
を
増
や
し

組
合
員
の
増
加
に
つ
な
げ
る

　【
吉
南
・
藤
永
恵
子

（
主
婦
の
会
会
長
）】

現
在
、
私
た
ち
主
婦

の
会
は
５
支
部
の
み

で
の
活
動
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
何
と
か

主
婦
の
会
の
活
動
を

盛
り
上
げ
て
、
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

主婦
の会

報
告
を
行
い
、
ど
の
支
部

も
世
代
交
代
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若

い
人
も
参
加
し
や
す
い
体

制
を
整
え
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
野
外
研
修
と
し

て
マ
ツ
ダ
工
場
を
訪
問
し
、

皆
で
交
流
を
深
め
、
充
実

し
た
２
日
間
の
交
流
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

身体をヨガで整える

　

メ
ン
バ
ー
不
足
も
あ
り
、

休
止
中
の
支
部
に
お
い
て

は
、
再
活
動
も
難
し
い
面

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
の
県
内
交
流
学
習
会

な
ど
、
休
止
中
で
あ
っ
て

も
参
加
で
き
る
本
部
主
婦

の
会
の
行
事
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
会
へ
の
参

加
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

少
し
ず
つ
で
も
休
止
中
の

支
部
の
再
活
動
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
主
婦
の
会
の
支

部
活
動
で
は
「
お
花
の
寄

せ
植
え
教
室
（
長
門
・

防
府
）」「
ク
ラ
フ
ト
会

（
山
口
）」「
ト
リ
ム
バ

レ
ー
（
数
支
部
合
同
）」

な
ど
の
楽
し
い
行
事
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

再
度
、
多
く
の
仲
間

同
士
で
交
流
を
は
か
り

な
が
ら
、
主
婦
の
会
の

参
加
者
を
増
や
し
て
い

き
、
女
性
の
横
の
つ
な

が
り
で
、
減
少
傾
向
に

あ
る
組
合
員
さ
ん
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

山口建労主婦の会結成大会の様子（昭和47年）
　

昭
和
47
年
、
山
口
市
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
を
会
場
に
結

成
大
会
が
行
わ
れ
、
山
口

建
労
主
婦
の
会
（
現
建
設

山
口
主
婦
の
会
）
が
誕
生

し
ま
し
た
。
初
代
主
婦
の

会
会
長
は
松
永
幸
子
さ
ん

（
吉
南
）。

　

以
来
、
は
が
き
要
請
行

動
へ
の
協
力
や
広
島
・
名

長
崎
の
慰
霊
祭
で
は
平
和

の
願
い
を
込
め
て
折
り
鶴

を
献
納
す
る
な
ど
、
今
日

ま
で
組
合
を
支
え
て
く
れ

る
大
切
な
存
在
と
し
て
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
総
会
を
開
催
し
、

運
動
方
針
に
基
づ
い
て
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

結
成
か
ら
約
50
年
余
り

で
、
日
本
の
生
活
・
家
庭

環
境
も
様
変
わ
り
し
、
夫

婦
共
働
き
が
当
た
り
前
と

な
り
、
主
婦
の
会
へ
の
参

加
者
も
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

元
々
、
主
婦
の
会
は
県

下
15
支
部
に
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
10
支
部
が
活

動
を
休
止
し
て
お
り
、
活

動
し
て
い
る
支
部
の
中
で

も
活
動
メ
ン
バ
ー
の
不
足

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

　

し
か
し
、
建
設
山
口
の

前
進
に
は
女
性
の
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

主
婦
の
会
を
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
も
、
組
合
で
主
婦

の
会
の
活
動
を
後
押
し
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

結成から
約 50 年
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の
ご
協
力
の
下
、
な
ん

と
か
お
役
目
を
全
う
出

来
て
い
る
の
か
な
と
感

じ
て
お
り
、
大
変
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
は
、
円

安
や
某
国
の
関
税
問
題
、

異
常
気
象
な
ど
、
様
々

な
要
因
で
物
価
高
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
で
す
。
そ
れ
に
応
じ

て
賃
金
単
価
も
高
騰
す

れ
ば
問
題
な
い
の
で
す

が
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て

も
生
活
は
継
続
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
組
合
は
、
皆
様
方

の
支
え
と
な
る
存
在
で

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
仕
事

が
で
き
る
環
境
で
あ
り
、

組
合
員
と
家
族
が
安
定

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
な
状
況
を
、
微
力
な

が
ら
協
力
で
き
れ
ば
と

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
等
に
お
い

て
、
既
に
ご
存
知
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
令
和
８

年
度
か
ら
子
ど
も
子
育

　

謹
ん
で
新
春
の
祝
詞

を
申
し
上
げ
ま
す
。
旧

年
中
は
、
建
設
山
口
の

運
営
・
活
動
に
皆
様
方

の
多
大
な
る
お
力
添
え

と
ご
協
力
に
役
職
員
一

同
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
の
建
設
山
口
第

60
回
定
期
大
会
に
於
い

て
、
執
行
委
員
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
、
下
関

支
部
の
荒
木
泰
司
と
申

し
ま
す
。
こ
の
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
、
半
年
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

建
設
山
口
の
委
員
長
と

し
て
の
役
目
を
、
手
探

り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

組
合
員
の
皆
様
方
や
役

職
員
の
皆
様
、
諸
先
輩

て
支
援
金
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
我
々
国
民
が

国
民
保
険
料
と
合
わ
せ

て
負
担
す
る
事
と
な
り

ま
す
。
急
速
に
加
速
す

る
少
子
化
に
対
応
す
る

も
の
で
す
。
ご
理
解
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
に
係
る
国
保
組

合
へ
の
助
成
に
関
す
る

要
請
も
昨
年
11
月
自
民

党
山
口
県
議
会
議
員
の

先
生
方
々
に
要
請
い
た

し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

皆
様
自
身
の
健
康
管
理

に
対
す
る
意
識
も
高
ま

り
、
受
診
率
が
上
が
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
体

が
資
本
で
す
。
健
康
第

一
で
仕
事
が
で
き
ま
す

よ
う
、
年
に
一
回
の
健

康
診
断
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

皆
様
方
の
ご
多
幸
と

ご
健
康
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
御
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
年
一
年
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

執行委員長

荒木　泰司

皆様皆様ののご協力に感謝ご協力に感謝
組合員の支えとなる存在に組合員の支えとなる存在に 年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　【
税
金
対
策
部
長 

戸
成

　
勉
】
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
。

戸成部長
　

税
を
巡
る
動
き
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
税
制

改
正
に
よ
り
、
所
得
税
の

「
基
礎
控
除
」
や
「
給
与

所
得
控
除
」、「
扶
養
親
族

等
の
所
得
要
件
」
の
見
直

し
、「
特
定
親
族
特
別
控

除
」
の
創
設
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

と
り
わ
け
基
礎
控
除
に

つ
い
て
は
、
合
計
所
得
金

額
に
応
じ
て
一
定
の
控
除

額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
の
際

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開

始
に
伴
う
経
過
措
置
と
し

て
導
入
さ
れ
た
、
消
費
税

の
納
税
額
を
軽
減
す
る

「
２
割
特
例
」
の
適
用
期

間
は
、
令
和
８
年
９
月
30

日
ま
で
の
日
の
属
す
る
課

税
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

適
用
期
間
の
延
長
が
さ
れ

な
け
れ
ば
、
小
零
細
事
業

者
は
消
費
税
負
担
が
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
、
組
合

と
し
て
２
割
特
例
等
の
負

担
軽
減
措
置
の
延
長
を
求

め
る
運
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
例
年
の
よ
う
に
、

全
建
総
連
が
発
行
し
て
い

る
新
聞
税
金
特
集
号
や
所

得
計
算
書
（
と
り
ま
と
め

帳
）
の
ご
活
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
建
設

業
に
対
応
し
て
お
り
、
わ

か
り
易
い
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
必
要

な
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
正
し
い
税
知

識
の
収
集
、
申
告
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
組
合
員
さ
ん
の

お
役
に
た
て
る
よ
う
、
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和８年申告勉強会

支 部 名 日　程 時　間 場　所

岩　国 ２ 月 ２ 日㈪ 10：00～16：00 支部事務所

萩 ２ 月 ３ 日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

徳　山 ２ 月 ５ 日㈭ 10：00～16：00 支部事務所

美　祢 ２ 月 ６ 日㈮ 10：00～16：00 支部事務所

下　松 ２ 月 ９ 日㈪ 10：00～16：00 中国労金下松支店会議室

長　門 ２ 月10日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

阿　東 ２ 月11日㈬ 10：00～12：00 支部事務所

光 ２ 月12日㈭ 10：00～16：00 支部事務所

山　口 ２ 月13日㈮ 10：00～16：00 支部事務所

下　関 ２ 月15・22日㈰ 10：00～16：00 下関市リサイクルプラザ

小野田 ２ 月16日㈪ 10：00～16：00 支部事務所

熊毛南 ２ 月17日㈫ 10：00～16：00 支部事務所

柳　井 ２ 月18日㈬ 10：00～16：00 支部事務所

防　府 ２ 月19日㈭ 10：00～16：00 支部事務所

豊　浦 ２ 月20日㈮ 16：30～20：00 支部事務所

吉　南 ２ 月25日㈬ 10：00～16：00 支部事務所

宇　部 ３ 月 １ · ８ 日㈰   9：30～16：30 支部事務所

令和８年確定申告学習会

日　程 時　間 対象支部 場　所

1月18日㈰ 13：00～16：00 全支部 下関市立リサイクルプラザ

1月20日㈫ 13：00～16：00 全支部 中国労金下松支店会議室

1月22日㈭ 13：00～16：00 全支部 建設山口本部会館

各
地
域
で
学
習
会
を
開
催

正
し
い
税
知
識
で
申
告
を

　

中
建
国
保
・
労
災
・
共
済
そ
し
て
講
習
会
等

の
情
報
は
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ
ー
ト

ホ
ン
に
も
対
応
）
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
主
か
ら

新
た
に
法
人
事
業
所
を

設
立
さ
れ
た
際
は
、
今
ま

で
加
入
さ
れ
て
い
た
国

民
年
金
か
ら
厚
生
年
金

に
切
り
替
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
か
ら
原
則
14
日
以

内
と
な
り
ま
す
。
短
い
期

間
で
す
の
で
、
御
注
意
く

だ
さ
い
。

　

14
日
を
越
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
法
人
事
業
所
で
従
業

員
を
新
た
に
雇
う
場
合

も
、
雇
用
日
か
ら
原
則
14

日
以
内
に
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ
コ

ン
か
ら
の
誤
っ
た
情
報

で
、
な
か
ば
強
制
的
に
法

人
化
や
協
会
け
ん
ぽ
へ

移
行
さ
れ
た
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

建
国
保
加
入
は
、「
適
切

な
社
会
保
険
に
加
入
し

て
い
る
者
」
と
な
り
ま
す
。

　

元
請
な
ど
か
ら
強
要

さ
れ
た
場
合
は
、
本
部
も

し
く
は
、
お
入
り
の
支
部

に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
切
な

大
切
な

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

法人設立の際は
組合にご相談を

建設山口 検索

ホームページ
QRコード
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建
設
山
口
「
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果
に
よ

る
と
、
令
和
７
年
度
の
賃
金
実
態
（
全
職
種
平
均
）
は
、

事
業
主
の
支
払
い
賃
金
が
３
円
減
の
１
５
０
３
５
円
、

一
人
親
方
の
受
取
賃
金
が
４
６
２
円
増
の
１
８
２
３
３

円
、
常
用
・
手
間
請
で
働
く
人
の
受
取
賃
金
は
３
２
３

円
増
の
１
３
２
６
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
人
親
方
と
常
用
手
間
請
で
働
く
人
の
受
取
賃
金
の

平
均
日
額
（
全
職
種
）
は
１
６
３
５
５
円
と
な
り
、
昨

年
度
と
比
較
す
る
と
４
３
８
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
枚
数
は
１
０
２
９
７
枚
で
回
収
率

は
86
・
６
％
。
回
収
枚
数
は
６
年
連
続
で
１
万
枚
を
超

え
ま
し
た
。

賃
上
げ
の
有
無

　

賃
上
げ
の
有
無
は
、
常

用
・
手
間
請
の
人
に
つ
い

て
は
上
が
っ
た
と
答
え
た

人
は
１
０
６
１
人
の
30
％
、

変
わ
ら
な
い
が
69
％
、
下

が
っ
た
と
答
え
た
人
が

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
親
方
に
つ
い
て
は
、

上
が
っ
た
と
答
え
た
人
が

７
％
、
変
わ
ら
な
い
が

87
％
、
下
が
っ
た
と
答
え

た
人
が
６
％
。
事
業
主
に

つ
い
て
は
、
上
げ
た
と
答

え
た
人
が
36
％
で
下
げ
た

が
１
％
、
63
％
が
据
え
置

い
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

年　
　
　
収

　

年
収
（
ボ
ー
ナ
ス
・
手

当
て
等
を
含
め
た
総
額
）

の
全
職
種
平
均
額
は
、
一

人
親
方
が
４
９
２
万
円

（
昨
年
４
８
５
万
円
）、
常

用
・
手
間
請
で
働
く
人
が

４
０
８
万
円
（
昨
年

３
９
６
万
円
）
と
い
う
結

果
に
な
り
、
昨
年
か
ら
微

増
で
は
あ
り
ま
す
が
、
増

え
て
い
ま
す
。

　

一
人
親
方
は
４
０
１
万

円
～
５
０
０
万
円
が
全
体

の
23
％
と
な
り
、
常
用
・

手
間
請
は
３
０
１
万
円
～

４
０
０
万
円
が
全
体
の

33
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
日
の
休
み

　

土
曜
日
を
休
日
と
定
め

て
い
る
割
合
は
、
事
業
主

７
８
７
人
（
60
％
）、
一

人
親
方
１
９
４
１
人

（
51
％
）、
常
用
・
手
間
請

２
８
８
３
人
（
71
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
間
請
の
人
を
み
る
と

月
１
回
以
上
土
曜
日
休
み

の
人
は
４
０
３
人
、
月
２

回
休
み
１
４
８
８
人
、
月

３
回
休
み
３
５
１
人
、
全

休
５
６
９
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
人
親
方
の
人
は
、

月
２
回
の
休
み
が
一
番
多

く
、
７
１
１
人
と
な
り
ま

一
人
親
方	

４
９
２
万
円

常
用
・
手
間	

４
０
８
万
円

賃金アンケート
令和７年度

単位／円

R５
14,817

17,222

12,899

R７
15,035

18,223

13,266

R６
15,038

17,761

12,943

賃金実態（全職種平均）技
能
検
定
料
　
支
援
制
度
を

技
能
検
定
料
　
支
援
制
度
を

若
年
技
能
者
育
成

若
年
技
能
者
育
成

建設キャリアアップシステム建設キャリアアップシステム
組織内技能者登録数
〜2,566人に〜

技能者登録数

R ５ 年度 R ６ 年度 R ７ 年度

事業主 436 483 541

一人親方 457 539 554

常　用 879 1,215 1,471

計 1,772 2,237 2,566

し
た
。

働
き
方
改
革
の
影
響
も
あ

り
、
土
曜
休
日
は
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
定
福
利
費

　

見
積
書
の
中
に
法
定
福
利

費
を
請
求
し
て
い
る
と
回
答

し
た
事
業
主
は
７
３
６
人
、

請
求
し
て
い
な
い
と
回
答
し

た
方
が
１
１
３
６
人
と
な
り

ま
し
た
。
事
業
主
の
39
％
が

法
定
福
利
費
を
請
求
し
て
い

ま
す
。

　

一
人
親
方
は
健
康
保
険

料
、
国
民
年
金
保
険
料
を

請
求
し
て
い
る
人
は

１
１
７
２
人
（
31
％
）
請

求
し
て
い
な
い
人
は

２
５
９
８
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
独
自
の
法
定

福
利
費
の
請
求
方
法
の
資

料
（
考
え
方
）
を
作
成
し
、

取
り
組
み
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
が
、
年
々
、
標
準

見
積
書
で
法
定
福
利
費
を

請
求
し
て
い
る
事
業
所
は

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
、
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
（
国

や
自
治
体
が
公
共
工
事
の

費
用
を
見
積
も
る
際
に
使

う
一
人
前
の
労
働
者
１
人

当
た
り
の
１
日
・
８
時
間

の
労
務
単
価
）
を
13
年
連

続
し
て
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
場
で
働
く

技
能
労
働
者
に
引
き
上

が
っ
た
賃
金
は
全
国
的
に

渡
っ
て
い
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

建
設
山
口
の
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
公

共
工
事
に
携
わ
っ
た
方

は
全
体
で
２
５
３
４
人

（
１
日
も
含
む
）
と
な
り
、

全
体
の
25
％
。
そ
の
う

ち
、
現
場
の
賃
金
は
変

わ
ら
ず
と
回
答
し
た
事

業
主
は
、
４
４
６
人

（
86
％
）、
一
人
親
方

６
４
５
人（
86
％
）、常
用・

手
間
請
は
９
２
５
人

（
84
％
）。
全
体
で
は

２
０
１
６
人
（
84
％
）

が
不
変
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　

13
年
連
続
し
て
公
共
工

事
の
設
計
労
務
単
価
は
引

き
上
が
り
ま
し
た
が
、
事

業
主
は
上
が
っ
た
と
回
答

し
た
方
が
97
人
（
18
％
）、

一
人
親
方
が
71
人

（
９
％
）、
常
用
・
手
間
請

が
１
５
８
人
（
15
％
）
と

な
り
若
干
増
加
し
て
き
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
現
場
ま
で
行
き
渡
っ
て

い
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

13年連続引き上げも

全体で 84％不変と回答全体で 84％不変と回答
―公共工事設計労務単価――公共工事設計労務単価―

〈公共工事賃金〉

上がった
14％

下がった
2％

変わらず
84％

柳居山口県議会議長へ必要性を伝える（12/8県議会議長室で）
　

建
設
山
口
は
運
動
を
前

進
さ
せ
る
た
め
、
６
回
目

と
な
る
「
自
民
党
山
口
県

議
会
議
員
と
の
意
見
交
流

会
」
を
11
月
12
日
、「
か

め
福
オ
ン
プ
レ

イ
ス
」
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請

は
「
地
域
建
設

産
業
の
再
生
」

及
び
「
特
定
健
診
等
に
か

か
る
補
助
制
度
の
継
続
」

の
２
点
。
荒
木
委
員
長
が

要
請
書
を
吉
田
充
宏
・
県

議
会
議
長
（
代
理
）
へ
手

渡
し
ま
し
た
。
山
田
書
記

長
が
交
流
会
出
席
の
お
礼

と
組
合
の
重
点
運
動
を
報

告
。
建
設
産
業
に
お
け
る

若
年
技
能
者
の
厳
し
い
状

況
や
健
診
補
助
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
荒
木

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
８

名
が
出
席
。
自
民
党
県
議

会
議
員
側
は
３
名
（
島
田

教
明
氏
、
吉
田
充
宏
氏
、

笠
本
俊
也
氏
）
が
出
席
し
、

組
合
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

若
年
技
能
者
の
確
保
・

育
成
の
観
点
か
ら
、「
技

能
検
定
の
受
検
料
へ
の

支
援
制
度
（
補
助
制
度
）」

を
追
加
要
請
す
る
こ
と

に
な
り
、
12
月
８
日
、
改

め
て
県
議
会
議
長
室
を

訪
問
し
、
柳
居
俊
学
・
県

議
会
議
長
へ
要
請
も
行

い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口

の
様
々
な
運

動
を
前
進
さ

せ
る
に
は
、

行
政
（
議
会
）

の
理
解
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
今
後
も
諸
要
求
実

現
に
向
け
、
必
要
な
要
請

行
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

県議会議長
にも要請

　

令
和
７
年
度
の
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

表
の
と
お
り
、
全
体
で

２
５
６
６
人
（
事
業
主

５
４
１
人
・
一
人
親
方

５
５
４
人
・
常
用
・
雇

用
者
１
４
７
１
人
）
が

「
技
能
者
登
録
し
た
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
比

較
す
る
と
、
全
体
で

７
９
４
人
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度

は
「
技
能
と

経
験
に
応
じ
、

給
与
を
引
き

上
げ
る
」「
ダ

ン
ピ
ン
グ
受

注
が
生
じ
な

い
よ
う
な
市

場
構
造
の
転

換
を
促
す
」

こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

組
合
で
は
今
年
、
登

録
技
能
者
を
対
象
に「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
活

用
支
援
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

お
入
り
の
支
部
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

活
用
支
援
講
習
会

　【
日
時
】３
月
５
日︵
木
）

　�【
場
所
】
建
設
山
口
本

部
会
館
（
13
時
30
分

～
16
時
）

　�【
内
容
】
仕
組
み
や
メ

リ
ッ
ト
の
説
明
・
活
用

に
向
け
た
意
見
交
換
等
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吉村 修さん吉村 修さん（宇部）（宇部）
住宅局長表彰を受彰住宅局長表彰を受彰

命
を
守
る
特
定
健
診

命
を
守
る
特
定
健
診

受
診
率
の
向
上
を
目
指
す

受
診
率
の
向
上
を
目
指
す

　

健
診
は
毎
年
１
回
実
施

さ
れ
、
皆
さ
ん
ご
自
身
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る

大
変
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

組
合
員
だ
け
で
な
く
20
歳

以
上
の
被
保
険
者
の
家
族

の
方
も
無
料
で
受
け
ら
れ
、

診
断
結
果
で
病
気
を
未
然

に
防
ぎ
、
命
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
山
口
県
が

創
設
し
て
い
ま
す
「
特
定

健
診
等
に
か
か
る
補
助
制

度
」
に
よ
っ
て
毎
年
補
助

金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
（
令
和
６
年
度
は

７
２
０
万
円
）。

　

た
だ
受
診
率
に
よ
っ
て

は
そ
の
補
助
も
減
額
に
な

る
事
が
考
え
ら
れ
、
こ
の

制
度
を
継
続
し
て
い
く
に

は
受
診
者
数
（
率
）
の
向

上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
毎
年
受
診
率
を

上
げ
る
た
め
様
々
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
「
集

団
健
診
時
で
の
婦
人
科
健

診
」「
新
た
な
有
機
溶
剤
の

検
診
項
目
」「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の

申
込
」
を
新
規
取
組
み
と

し
て
追
加
し
、
よ
り
効
果

的
に
よ
り
受
診
し
や
す
い

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
毎
年
お
配
り
し
て

い
る
エ
イ
ト
バ
ン
の
表
紙

に
、
令
和
８
年
３
月
配
布

予
定
分
か
ら
、
健
診
の
申

し
込
み
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

載
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
所
（
中
建

国
保
の
費
用
負
担
が
な

い
）
で
の
健
診
も
受
診
率

に
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、

健
診
結
果
表
を
組
合
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
提
出

さ
れ
た
方
に
は
、
１
０
０
０

円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
差

し
上
げ
ま
す
）。

　

そ
し
て
皆
さ
ん
の
周
り

で
、
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方
へ
の
お
声
か
け
や
、
受

診
さ
れ
な
い
方
も
「
な
ぜ

受
診
し
な
い
の
か
、
ま
た

こ
う
い
う
方
法
や
内
容
が

あ
れ
ば
受
診
に
行
き
ま

す
」
な
ど
の
意
見
も
い
た

だ
け
た
な
ら
、
８
年
度
以

降
に
活
か
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

社会保障対策部長

浅田　誠

地
道
な
呼
び
か
け

　【
小
野
田
・
北
村
隆
志

（
看
板
・
65
）】
特
定
健
診

の
受
診
率
が
ま
だ
ま
だ
低

い
よ
う
で
す
。
私
の
周
り

の
組
合
員
の
方
は
割
と
受

診
し
て
い
る
人
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
こ
は
類
友
な

の
か
と
思
い
ま
す
。

　

や
は
り
口
コ
ミ
で
現
場

や
イ
ベ
ン
ト
等
で
知
り

合
っ
た
中
建
国
保
の
組
合

員
さ
ん
に
地
道
に
受
診
を

呼
び
か
け
る
し
か
な
い
の

か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
集
団
健
診
に
行
き

に
く
い
、
行
き
た
く
な
い

人
が
い
る
よ
う
で
す
。
ち

な
み
に
私
の
奥
さ
ん
が
そ

う
で
、
理
由
は
採
血
に
問

題
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

血
管
が
細
く
体
型
も

太
っ
て
い
る
た
め
、
脂
肪

が
多
い
こ
と
か
ら
採
血

に
時
間
が
か
か
り
、
先
日

の
健
診
で
は
と
う
と
う

採
血
が
で
き
ず
、
健
診
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
で
採
血
す
る
と
き

は
、
超
音
波
で
血
管
を
探

り
医
師
が
採
血
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
小
野
田
労
災

病
院
に
予
約
し
て
受
診
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

集
団
健
診
の
看
護
師
さ

ん
の
採
血
が
下
手
と
い
う

わ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
が
、

そ
う
い
う
事
が
あ
る
と
集

団
健
診
を
躊
躇
す
る
気
持

ち
も
分
か
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
受
診

が
も
っ
と
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
受
診

率
の
向
上
に
寄
与
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　【
社
保
担
当
執
行
委
員
・

田
口
重
信
（
内
装
・
72
）】

　
「
大
腸
検
査
の
必
要
あ

り
」
５
年
前
の
特
定
健
診

を
受
け
た
時
の
こ
と
で
す
。

　

す
ぐ
に
病
院
で
大
腸
内

視
鏡
検
査
を
受
け
た
と
こ

ろ
、
ポ
リ
ー
プ
が
４
つ
見

5
年
前
の
あ
の
と
き

つ
か
り
、
そ
の
１
つ
が
１
㎝

大
き
さ
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
ポ
リ
ー
プ
を
検
査
に

出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
か
ら
は
色
か
ら
す
る

と
良
性
で
し
ょ
う
と
言
わ

れ
た
の
で
す
が
検
査
結
果

が
出
る
ま
で
の
毎
日
が
不

安
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
「
結
果
は
良
性
」
あ
れ

か
ら
５
年
、
病
院
嫌
い
な

自
分
が
あ
の
と
き
、
特
定

健
診
を
受
け
て
い
な
か
っ

た
ら
今
頃
ど
う
な
っ
て
い

た
か
怖
く
な
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。

　

健
診
の
大
切
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
組
合
の
健

診
で
は
基
本
健
診
の
他
に

が
ん
検
診
、
特
殊
検
診
、

婦
人
科
検
診
等
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

失
明
を
伴
う
目
の
病
気

が
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま

病
状
が
進
ん
で
い
る
方
が

多
く
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
将
来
は
、
眼
科
健
診

も
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
も
11
月
16
日
に
健

診
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。

　【
社
保
担
当
執
行
委
員
・

松
永
裕
治
（
塗
装
・
41
）】

　

健
診
率
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
は
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

組
合
H
P
で
予
約
可
能

こ
の
ま
ま
特
定
健
診
等
に

係
る
補
助
制
度
を
継
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
受

診
者
数
の
向
上
を
図
る
取

組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
令
和
７

年
度
か
ら
の
新
規
取
組
と

し
て
集
団
健
診
等
に
婦
人

科
健
診
と
有
機
溶
剤
健
診

の
追
加
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
の

取
組
（
組
合
Ｈ
Ｐ
か
ら
予

約
可
能
）
が
新
た
に
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
と
健
診

の
重
要
性
と
大
切
さ
を
伝

え
る
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

台
紙
に
入
っ
た
エ
イ
ト
バ

ン
を
活
用
し
て
、
各
支
部

の
窓
口
や
現
場
等
で
の
声

掛
け
で
、
み
ん
な
の
受
診

率
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

補
助
制
度
も
大
切
で
す

が
、
自
分
そ
し
て
家
族
の

た
め
に
年
一
回
は
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　【
光・吉
髙
雅
弘（
大
工・

48
）】
毎
年
の
課
題
と
し

て
、
健
康
診
断
の
受
診
率

向
上
が
大
き
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が

現
状
で
は
時
間
的
な
制
約

や
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
受
診
が

後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
健

診
を
“
義
務
〟
と
し
て
で

体
の
手
入
れ（
健
診
）

は
な
く
、“
自
分
自
身
と

家
族
、
職
場
の
仲
間
、
下

請
け
業
者
等
を
守
る
た
め

の
一
歩
〟
と
し
て
受
け
止

め
て
い
た
だ
い
て
、
私
自

身
も
っ
と
現
場
で
仲
間
へ

の
声
掛
け
、
例
え
ば
健
診

を
受
け
病
気
の
早
期
発
見

に
よ
り
、
入
院
し
て
現
場

や
家
族
に
迷
惑
か
け
ず
に

済
む
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を

周
知
徹
底
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
良
い
仕
事
を

す
る
た
め
に
皆
さ
ん
も
道

具
の
手
入
れ
は
欠
か
さ
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
明
日
の
た
め
、
道
具

の
手
入
れ
は
し
て
い
ま
す

か
？
体
の
手
入
れ（
健
診
）

も
し
て
い
ま
す
か
？
」
な

ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
を
事

業
所
や
現
場
に
掲
げ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

各支部
学習会

労
働
環
境
の
改
善
が
必
要

労
働
環
境
の
改
善
が
必
要

　

11
月
７
日
、山
口
市「
か

め
福
オ
ン
プ
レ
イ
ス
」
を

会
場
に
令
和
７
年
度
各

支
部
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
16
支
部
94
人
が

参
加
し
、
全
体
の
現
状
や

取
組
に
つ
い
て
共
有
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
荒
木
委
員

長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

講
演
と
し
て
山
口
県
土

木
建
築
部
建
築
指
導
課

審
査
班　

阿
部
祐
輔
主

査
・
長
瀬
裕
也
主
任
技
師

か
ら
「
改
正　

建
築
基
準

法
・
省
エ
ネ
法
に
つ
い
て
」

国
土
交
通
省
作
成
の
資

料
に
基
づ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
山
田
書
記
長

が
建
設
山
口
（
中
建
国
保

山
口
県
支
部
）
の
現
状
と

検
討
課
題
、
対
外
的
な
主

な
取
組
み
、
賃
金
単
価
・

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

等
の
重
点
運
動
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
後
、
全
建

総
連　

小
倉
範
之
書
記

長
か
ら
「
建
設
労
働
を
め

ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
。

　

建
設
業
界
の
現
状
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
の
建
設

就
業
者
数
は
約
４
７
７
万

人
で
ピ
ー
ク
時
（
平
成
９

年
平
均
）
か
ら
約
30
％
減

少
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

他
産
業
に
比
べ
て
建
設

業
は
離
職
率
が
高
い
こ

と
等
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
業
界
の
労
働
環

境
を
改
善
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
建

設
業
界
・
建
設
山
口
の

前
進
に
向
け
て
本
部
・

支
部
が
協
力
し
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

16支部から94人が参加

北村さん

田口さん

松永さん

吉髙さん

小倉書記長

吉村さん

　

10
月
11
日
「
長
野
ホ
テ

ル
犀
北
館
」
に
お
い
て
第

37
回
住
生
活
月
間
・
住
生

活
月
間
中
央
イ
ベ
ン
ト
合

同
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
建
総
連
か
ら
推
薦
を

受
け
た
吉
村
修
さ
ん
（
宇

部
）
が
住
宅
局
長
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
、
こ
の
よ

う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
戴

し
、
誠
に
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
４
年
に
組
合
に
加

入
。
役
員
に
な
っ
て
34
年
。

支
部
長
、
県
本
部
組
織
部

長
、
執
行
委
員
長
と
、
多

く
の
役
員
さ
ん
書
記
局
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
こ
こ

ま
で
務
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
こ
の
賞
は
、

関
わ
り
の
あ
っ
た
多
く

の
方
々
の
お
か
げ
で
あ

り
ま
す
。
地
域
に
少
し

で
も
役
に
立
つ
こ
と
を

役
員
間
で
話
し
合
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

建
設
山
口
・
宇
部
支

部
組
合
員
１
６
０
０
名

の
支
部
長
を
も
う
少
し

頑
張
る
つ
も
り
で
あ
り

ま
す
。

受
賞
の
声
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機関紙作成の学習機関紙作成の学習
編集ソフトを活用編集ソフトを活用

11支部から21チームが参加

優勝は下関支部

光税務署前（10/1）

全国から1152人が集まる

分科会議長を務めた久保さん

全体会議で発言する生田さん

佐賀で第 66 回全国大会佐賀で第 66 回全国大会

各支部の交流を深める
第１回ボウリング大会

初
め
て
の
２
日
間
開
催

初
め
て
の
２
日
間
開
催

　
「
65
年
の
歴
史
を
誇
り
に
、

未
来
に
つ
な
ご
う
団
結
の

力
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
10
月
28
日
～
29
日
、

全
建
総
連
第
66
回
定
期
大

会
が
「
佐
賀
市
民
文
化
会

館
」
で
、
初
の
２
日
間
開

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

52
県
連
・
組
合
か
ら

１
２
６
５
人
が
参
加
。
建

設
山
口
か
ら
は
荒
木
委
員

長
を
は
じ
め
、
25
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
鈴
木
中
央

執
行
委
員
長
が
主
催
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
小

倉
書
記
長
か
ら
第
65
期
の

経
過
報
告
と
財
政
決
算
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
・
応
答
で
は
、
生

田
青
年
部
長
が
建
設
山
口

を
代
表
し
て
発
言
。
執
行

部
か
ら
の
返
答
後
、
小
倉

書
記
長
か
ら
第
66
期
の
運

動
方
針
案
と
一
般
会
計
予

算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
午
前
に
は
、
参

加
者
が
10
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
各
専
門
部
の
運
動

方
針
案
や
組
織
拡
大
、
賃

金
・
単
価
の
引
き
上
げ
等

に
つ
い
て
熱
心
な
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
７
分

科
会
（
組
織
）
で
は
議
長

を
久
保
登
志
正
さ
ん
（
本

部
組
織
部
長
）
が
務
め
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
全
体
会
場

で
第
66
期
の
運
動
方
針
案

と
一
般
会
計
予
算
案
が
大

き
な
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
功
労
者
表
彰
は
、

建
設
山
口
か
ら
為
栗
正
美

さ
ん
（
本
部
執
行
委
員
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
全
建
総
連
の
役

員
と
し
て
、
副
中
央
執
行

委
員
長
に
荒
木
泰
司
執
行

委
員
長
、
中
央
執
行
委
員

に
内
山
秋
久
副
執
行
委
員

長
、
山
田
好
男
書
記
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

＜全国の仲間と団結＞＜全国の仲間と団結＞
予算要求の運動を全力で予算要求の運動を全力で

　

東
京
・
ニ
ッ
シ
ョ
ウ

ホ
ー
ル
で
全
建
総
連
主
催

「
11
・
20
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央

総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
49
県
連
・

組
合
か
ら
１
１
６
０
人
が

参
加
し
、
建
設
山
口
か
ら

は
荒
木
委
員
長
を
先
頭
に
、

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を

代
表
し
鈴
木
中
央
執
行

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。

各
省
庁
へ
の
要
請
団
決

意
表
明
の
あ
と
、
来
賓

あ
い
さ
つ
と
し
て
各
政

党
の
代
表
か

ら
激
励
の
言

葉
を
受
け
ま

し
た
。

　

全
建
総
連

の
小
倉
書
記

長
か
ら
基
調

報
告
が
あ
り
、

決
意
表
明
に

続
い
て
大
会

決
議
（
案
）
等

を
採
択
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
。

会
場
か
ら
新
橋
駅
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
、
建
設
技

能
者
の
処
遇
改
善
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
、
地

元
選
出
の
国
会
議
員
へ
の

要
請
行
動
も
実
施
。
江
島

潔
参
議
院
議
員
、
北
村
経

夫
参
議
院
議
員
に
は
御
本

人
に
直
接
お
会
い
し
て
要

請
書
を
手
渡
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

要
求
実
現
の
た
め
に
は

予
算
確
保
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
今
年
も
建
設
山
口

は
全
国
の
仲
間
と
団
結
し

て
、
予
算
要
求
運
動
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

11
月
16
日
、
第
１
回
建

設
山
口
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
山
口
市
の
「
ス
ポ
ル
ト

小
郡
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
大
会
に
も
か
か

わ
ら
ず
11
支
部
21
チ
ー
ム

の
参
加
が
あ
り
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
副
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
、
久
保
組
織
部
長

の
始
球
式
の
後
、
ゲ
ー
ム

開
始
。
今
回
の
ル
ー
ル
は
、

個
人
戦
で
は
な
く
チ
ー
ム

戦
と
し
、
１
チ
ー
ム
３
人

編
成
で
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
３

ゲ
ー
ム
の
ア
ベ
レ
ー
ジ
で

順
位
を
決
定
と
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
戦
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
投

げ
る
順
番
な

ど
作
戦
も

様
々
。
女
性

の
参
加
者
や

応
援
に
駆
け

付
け
た
方
も

多
く
、各
チ
ー

ム
と
も
和
気

あ
い
あ
い
と

ボ
ウ
リ
ン
グ

を
楽
し
み
ま

し
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
・

ス
ペ
ア
な
ど
が
出
る
た
び

に
各
チ
ー
ム
内
で
ハ
イ

タ
ッ
チ
や
拍
手
が
起
こ
り
、

に
ぎ
や
か
に
ゲ
ー
ム
は
進

み
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
優
勝
・
下
関

支
部
、
準
優
勝
・
防
府
支
部
、

三
位
・
宇
部
支
部
と
な
り

ま
し
た
。

　

多
く
の
支
部
の
参
加
も
あ

り
、
各
支
部
の
交
流
も
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

負
担
軽
減
の
延
長
を
要
望　

負
担
軽
減
の
延
長
を
要
望　

　
　
　
県
下

　
　
　
県
下
1111
税
務
署
を
訪
問

税
務
署
を
訪
問

　

10
月
１
、２
、６
日
の
３

日
間
、
県
下
11
の
税
務
署

と
の
意
見
交
換
会
を
、
建

設
山
口
本
部
の
税
金
担
当

役
員
と
各
税
務
署
管
内
の

支
部
の
代
表
で
行
い
ま
し

た
。

　

多
く
の
署
で
異
動
の
た

め
総
務
課
長
が
替
わ
っ
て

お
り
、
ま
ず
は
簡
単
に
建

設
山
口
の
概
要
を
説
明
。

　

記
帳
に
つ
い
て
の
学

習
会
で
あ
る
「
所
得
計
算

書
学
習
会
」
や
「
確
定
申

告
学
習
会
」、「
申
告
勉
強

会
」
に
組
合
と
し
て
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
を
話

し
ま
し
た
。

　
「
今
年
度
は
、
基
礎
控
除

等
改
正
も
あ
り
、
所
得
税

の
計
算
が
複
雑
化
し
て
い

る
。
納
税
者
が
適
切
な
申

告
を
で
き
る
よ
う
に
申
告

時
期
の
対
応
を
お
願
い
し

た
い
」
と
の
要
望
に
つ
い

て
は
、「
各
税
務
署
で
個
別

の
相
談
会
を
実
施
し
て
い

る
。
相
談
を
希
望
の
方
は

税
務
署
に
連
絡
し
て
、
事

前
予
約
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
の
返
答
で
し
た
。

　
「
消
費
税
の
２
割
特
例
の

適
用
期
間
は
、
令
和
８
年

９
月
30
日
ま
で
の
日
の
属

す
る
課
税
期
間
と
さ
れ
て

い
る
。
適
用
期
間
の
延
長

が
さ
れ
な
け
れ
ば
、
小
零

細
事
業
者
は
消
費
税
負
担

が
大
き
く
な
る
の
で
、
２

割
特
例
等
の
負
担
軽
減
措

置
の
延
長
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
要
望
に
つ
い
て

は
、「
み
な
さ
ま
方
の
負
担

軽
減
措
置
を
求
め
る
要
望

つ
い
て
は
、
上
級
機
関
に

伝
え
ま
す
。」
と
の
返
答
で

し
た
。

　

10
月
23
日
「
下
関
市
勤

労
福
祉
会
館
」
を
会
場
に

第
35
回
教
宣
学
習
会
を
９

支
部
14
人
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

吉
南
支
部
教
宣
担
当
役

員
で
あ
る
原
田
広
人
さ
ん

と
河
嶋
健
司
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
「
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
を
使
っ
た
機
関
紙
編
集
」

を
学
習
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
各
自
で
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
し
て
も
ら

い
、編
集
ソ
フ
ト「
編
集
長
」

の
初
期
設
定
か
ら
記
事
・

写
真
の
取
り
込
み
方
や
編

集
作
業
に
お
け
る
注
意
点

な
ど
を
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
形
で
学
習
を

進
め
ま
し
た
。

　

取
り
込
ん
だ
写
真
の
拡

大
・
縮
小
・
ト
リ
ミ
ン
グ

の
方
法
な
ど
の
基
本
的
な

も
の
か
ら
見
出
し
・
レ
イ

ア
ウ
ト
に
つ
い
て
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
機
関
紙

「
や
ま
ぐ
ち
」
新
年
号
の
編

集
会
議
も
行
わ
れ
、
内
容

の
濃
い
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。
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笑
顔
と
木
の
香
り
に
包
ま
れ
て

笑
顔
と
木
の
香
り
に
包
ま
れ
て

防
府
・
豊
浦
で
体
験
教
室

防
府
・
豊
浦
で
体
験
教
室

　

建
設
山
口
の
組
織
人
数

は
11
月
末
現
在
、
表
の
と

お
り
１
万
１
７
６
０
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て
、

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
運
動

の
前
進
は
、
組
合
員
さ
ん

の
生
活
を
守
る
こ
と
に
も

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

全
体
で
目
標
達
成

　

国
保
組
合
の
補
助
金
確

保
に
お
け
る
「
現
行
水
準

の
確
保
を
求
め
た
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」
は
、
全
建
総

連
傘
下
の
全
組
合
員
が
一

　

建
設
山
口
は
、
組
合
の

中
に
あ
る
（
一
社
）
山
口

県
住
宅
建
設
協
会
と
し
て

「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
体
験
教
室
の
目

的
は
、
小
学
生
を
対
象
に

住
宅
建
築
材
料
と
し
て
の

木
材
に
対
す
る
親
し
み
や

木
の
文
化
へ
の
理
解
促
進

を
図
る
こ
と
で
す
。

支　部 令和７年 11 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 57 0
岩　国 1,757 -1
宇　部 1,594 -9
小野田 494 -4
吉　南 1,020 -10
下　松 1,559 10
熊毛南 209 -11
下　関 975 -16
徳　山 655 -34
豊　浦 203 2
長　門 162 1
萩 166 -4
光 221 4

防　府 912 -23
美　祢 143 -18
山　口 1,209 -9
柳　井 424 -11

計 11,760 人 -133

　

加
え
て
も
の
づ
く
り
の

喜
び
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

将
来
への
後
継
者
育
成
へつ

な
げ
る
こ
と
も
取
り
組
む

意
義
と
な
って
い
ま
す
。

10
・
23　

防
府
支
部

　【
防
府・松
田
志
順
（
主

婦
の
会
）】
向
島
小
学
校

で
の
開
催
は
今
年
で
４
回

目
。
今
回
の
体
験
教
室
で

は
国
産
の
杉

材
で
つ
く
る
お

箸
づ
く
り
と
ノ

コ
ギ
リ
を
使
っ

た
竹
切
り
体

験
を
行
い
ま

し
た
。

　

初
め
て
参

加
す
る
小
学

１
年
生
と
回

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
。
組
合
の

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え

て
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。

斉
に
取
り
組
む
運
動
で
、

夏
と
秋
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
は

じ
め
と
す
る
補
助
金
確
保

の
運
動
を
続
け
る
の
は
、

次
の
年
の
国
保
組
合
の
安

定
運
営
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て

私
た
ち
の
国
保
組
合
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。

　

今
回
、
本
部
に
集
め
ら

れ
た
ハ
ガ
キ
は
２
万
８
５

０
６
枚
に
な
り
、
目
標
と

し
て
い
た
、
全
体
で
組
織

人
員
の
２
倍
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
お
よ
び
家
族
の

皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
国
保
組
合
を

守
る
た
め
、
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
に
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉南支部青年部長
山本真嗣さん（美装・32）

青 

の 

時と

 

間き

 

⑺

　

自
分
は
高
校
生
の
時

に
ド
イ
ツ
に
交
換
留
学

生
と
し
て
１
年
間
滞
在

し
て
お
り
、
今
年
９
年

ぶ
り
に
当
時
で
き
た
現

地
の
友
人
達
が
日
本
に

訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
当
時
の
恩
返
し

と
い
う
こ
と
で
、
大
阪

と
京
都
を
２
日
間
案
内

し
ま
し
た
。
職
業
上
、

今
は
全
く
外
国
語
を
話

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
最

低
限
の
会
話
は
ま
だ
で

き
る
レ
ベ
ル
な
の
で
何

と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
で
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
大
阪
府
の

箕
面
の
散
策
と
大
阪
城
、

道
頓
堀
に
行
き
、
２
日

目
は
京
都
の
八
坂
神
社

や
清
水
寺
、
伏
見
稲
荷

大
社
に
行
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
関
西

へ
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
当
時
と

比
べ
て
外
国
人
観
光
客

が
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
増
え
て
お
り
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
効
果
の
凄
ま

じ
さ
を
実
感
し
て
き
ま

し
た
。

　

道
頓
堀
で
は
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
う
の
に
周

り
に
日
本
人
が
お
ら
ず
、

英
語
で
写
真
を
撮
っ
て

も
ら
う
よ
う
尋
ね
た
レ

ベ
ル
で
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で

あ
る
彼
ら
が
驚
い
て

い
た
の
は
大
都
市
に

も
関
わ
ら
ず
ゴ
ミ
が

ほ
と
ん
ど
落
ち
て
い

な
い
、
清
潔
な
国
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

自
分
は
今
、
子
供

が
ま
だ
小
さ
く
大
規

模
旅
行
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
次
ま
た
数
年

ぶ
り
に
会
う
と
き
は

自
分
の
地
元
、
こ
の

山
口
に
来
て
も
ら
お

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
海
を
越

え
た
友
人
達
と
の
家

族
ぐ
る
み
で
交
流
が

楽
し
み
で
す
。

令
和
８
年
度

訓練生を募集訓練生を募集
山口建設高等職業訓練校山口建設高等職業訓練校

　

建
設
山
口
が
山
口
県
の

認
可
を
受
け
て
設
置
し
て

い
る
山
口
建
設
高
等
職
業

訓
練
校
で
は
、「
木
造
建

築
科
」
の
令
和
８
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
／
建
設
（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
働
い

て
い
る
方
で
、
技
能
習
得

に
意
欲
の
あ
る
方
。
将
来
、

２
級
建
築
士
、
木
造
建
築

士
、
技
能
士
の
資
格
を
目

指
さ
れ
る
方
。
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、

40
歳
未
満
の
方
で
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
ま
た
は
本

人
が
「
一
人
親
方
等
の
特

別
加
入
」
の
労
災
保
険
加

入
者
。

■
訓
練
期
間
／
２
年
間

■
訓
練
日
程
／
月
４
～
５

回
（
令
和
８
年
度
入
学
生

は
毎
週
木
曜
日
）

■
特
典
／
技
能
照
査
に
合

格
し
た
者
は
２
級
技
能
検

定
（
建
築
大
工
）
の
学
科

試
験
免
除
。
授
業
料
、
教

科
書
、
教
材
無
料
。
交
通

費
の
一
部
、
組
合
員
の
方

は
昼
食
支
給
。

◆
締
め
切
り
／
３
月
中
旬

◆
申
し
込
み
／
建
設
山
口

本
部
ま
た
は
、
各
支
部
に

入
校
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

　皆さんに毎月納めていただ
く保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金・葬祭費など保険給
付の費用、また組合員と家族

の健康管理と健康の保持増進
をすすめるための健康診断な
ど、様々な保険事業にあてる
大切な財源です。
　保険料はみんなで負担する
ものですから、保険料の納入

が遅れる方がいると、中建国
保の財政運営に大きく影響し
ます。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに

数
を
重
ね
た
中
高
学
年

生
の
総
勢
27
名
の
生
徒
が

参
加
し
、
体
育
館
は
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
顔

と
木
の
香
り
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

お
箸
づ
く
り
で
は
小
刀

を
使
っ
て
四
角
い
杉
材
を

削
り
、
仕
上
げ
に
サ
ン
ド

ペ
ー
パ
ー
で
磨
い
て
完
成
。

経
験
の
あ
る
高
学
年
生
が

初
め
て
体
験
す
る
小
学
１

年
生
に
小
刀
の
使
い
方
を

教
え
て
あ
げ
る
微
笑
ま
し

い
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
長
さ
３ｍ
、
直
径

９㎝
の
大
き
な
竹
を
ノ
コ
ギ

リ
で
切
る
竹
切
り
体
験
。

ち
ょっ
と
斜
め
に
な
っ
た
切

り
口
も
味
が
あ
って
い
い
も

の
。「
ペ
ン
立
て
に
す
る
」

「
コ
ッ
プ
に
し
た
い
」
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発

想
で
い
ろ
い
ろ
な
作
品
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
を
手
に

し
た
。
瞬
間
に
は
笑
顔
と

達
成
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

11
・
20　

豊
浦
支
部

　【
豊
浦・増
田
淳
二
（
大

工
・
55
）】
下
関
市
立
豊

北
小
学
校
の

３
年
生
20
名

と
、
指
導
員

15
名
で
行
い

ま
し
た
。

　

学
校
側
か

ら
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を

子
ど
も
た
ち

に
体
験
さ
せ
た
い
と
い
う

要
望
が
あ
り
、「
木
組
み

体
験
」「
鉋
か
け
」「
丸

太
切
り
」「
本
立
て
作
成
」

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
「
丸
太
切
り
」
が

大
変
人
気
で
、
時
間
内
に

何
度
も
切
り
に
来
る
子
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

本
立
て
作
成
で
は
、「
完

成
し
た
後
何
を
い
れ
る
」

と
聞
く
と
、「
お
勉
強
の

も
の
」
と
答
え
て
お
り
、

勉
強
が
好
き
な
ん
だ
な
と

感
心
し
ま
し
た
。
３
年

生
と
は
い
え
、
力
強
く
金

槌
を
振
る
う
子
も
お
り
、

本
立
て
を
早
く
上
手
に
作

成
し
ま
し
た
。

　

木
組
み
体
験
で
は
、
指

導
者
の
声
か
け
を
素
直
に

聞
き
、
ミ
ニ
か
け
や
を
振

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

鉋
か
け
で
は
、
削
っ
た

鉋
屑
を
赤
白
帽
子
の
中
に

入
れ
、
鉋
屑
ウ
イ
ッ
グ
で

遊
ぶ
子
供
も
お
り
、
ほ
ほ

え
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、

「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
し

た
い
」
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
、
次
回
の
開
催
も

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
建
築
関
係
を
目

指
す
子
供
達
が
、
こ
の
中

か
ら
出
て
く
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

１
人
１
人
が
組
合
員
で

あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、

大
き
な
組
織
に
し
て
い
く

た
め
、
組
合
員
及
び
家
族

の
皆
さ
ん
の
組
織
拡
大
に

向
け
た
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
仲
間
を
組
合
に

箸づくり体験（防府）

丸太切り体験（豊浦）
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リレーエッセイ 185

下関　丸畠　卓大
（大工・54）

白
鳥
の
湖

丸畠さん

　小学校１年生になっ
た孫が、バレエを習い始
め、発表会を見に来てほし
いと言う事で初めてバレエ鑑
賞に行きました。
　演題は「白鳥の湖」で私にはク
ラシックの曲に合わせてバレリー
ナが躍るという情景しか頭に浮か
びませんでした。
　公演が始まると第一幕から第四
幕までの物語であることを知りま
した。物語ごとにキーワードがあ
り、それを表現する踊りのポーズ

があります。そのポーズ
は事前にバレリーナが披

露してくれて物語は始まり
ました。

　キーワードとなるポーズに注意
しながら鑑賞していると、台詞も
ないのにバレエの踊りだけで物語
が理解できます。これがバレエな
んだと改めて、凄さ美しさを知り
とても感動しました。
　小さなきっかけや、機会をもっ
と大事にしていこうと気づかされ
ました。

お酒を飲まずにデザートだけでも

　【
防
府
・
馬
越
直
二
郎

（
電
工
・
53
）】
防
府
で
お

す
す
め
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー

Ｃ
＇
ｅ
ｓ
ｔ 

ℓ
ａ 

ｖ
ｉ
ｅ

（
セ
ラ
ヴ
ィ
）
は
防
府
駅

よ
り
東
に
徒
歩
で
10
分
。

　

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
は

大
田
有
美
さ
ん
。
福
岡

市
で
パ
テ
ィ
シ
エ
修
行

を
し
、
地
元
防
府
で

２
０
１
７
年
12
月
に

オ
ー
プ
ン
。

　

店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
、

テ
ー
ブ
ル
席
、
最
大
25
名

の
貸
し
切
り
に
も
対
応
。

オ
ー
ナ
ー
パ
テ
ィ
シ
エ

趣
向
を
こ
ら
し
た
デ
ザ
ー
ト

パ
テ
ィ
シ
エ
な
ら
で
は
の
料
理

な
ら
で
は
の
料
理
や
充

実
し
た
お
酒
、
コ
ー
ス
締

め
の
デ
ザ
ー
ト
は
趣
向

を
こ
ら
し
、
味
も
見
た
目

も
よ
い
。
１
次
会
だ
け
で

な
く
２
次
会
の
利
用
も

多
い
人
気
の
お
店
で
す
。

　

今
回
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
予
約

時
に
“
建
設
山
口
組
合

員
で
す
”
と
言
わ
れ
る

と
、
３
月
末
ま
で
ド
リ
ン

ク
１
杯
サ
ー
ビ
ス
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
ま
ず
に
デ

ザ
ー
ト
だ
け
で
も
、
と
て

も
美
味
し
い
お
店
で
す
。

やま
ぐち

10人にクオカード

⑥
波
が
騒
ぐ
音
。

⑧
似
た
者
。
仲
間
。
○
○

は
友
を
呼
ぶ
。

⑩
親
し
み
を
感
じ
て
い
る

様
子
。
○
○
○
○
な
る

諸
君
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。

⑪
エ
ラ
ー
を
し
て
も
声
を

掛
け
よ
う
。
大
丈
夫
。

⑬
○
○
に
は
じ
ま
り
○
○

に
終
わ
る
。

⑮
損
を
し
て
何
も
残
ら
な

い
。
○
○
も
こ
も
な
い
。

⑯
後
か
ら
加
え
る
。

⑱
話
題
に
な
る
話
。

⑳
５
本
の
内
の
真
ん
中
の

指
。
○
○
指
。

㉒
砂
漠
の
旅
行
に
適
し
て

い
る
動
物
。

㉓
佐
渡
島
は
何
県
？

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
今
年
は
３
ヵ
国
で
共
催
。

○
○
○
○
カ
ッ
プ
。

②
鉄
や
竹
で
作
り
、
物
を

差
し
貫
く
棒
。

③
数
え
始
め
る
こ
と
。「
本

日
か
ら
○
○
○
し
て
十

日
目
」。

④
医
療
保
険
の
○
○
○
○

を
阻
止
し
よ
う
。

⑤
ラ
イ
オ
ン
。
○
○
ま
い
。

⑦
布
団
な
ど
を
入
れ
る
襖

の
つ
い
た
戸
棚
。

⑨
そ
れ
ま
で
の
地
位
や
職

を
や
め
、
退
く
こ
と
。

⑫
正
月
に
子
供
が
喜
び
ま

す
。
い
く
ら
か
な
？

⑭
水
田
に
栽
培
。
米
。

⑯
幸
運
。
○
○
が
ま
わ
る
。

⑰
妻
。
ワ
イ
フ
の
呼
び
方
。

⑲
北
海
の
深
い
海
で
と
れ

る
魚
。
う
ろ
こ
が
細
か

く
腹
が
大
き
い
。

㉑
石
川
県
。
昔
は
○
○

百
万
石
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
２
月
６
日
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
「
や

ま
ぐ
ち
パ
ズ
ル
係
」
に

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
10

人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
328
号
解
答
◇

　

ガ
ン
バ
ロ
ウ

〈
当
選
者
﹀【
小
野
田
】
浅

田
舞
花
【
吉
南
】
上
野
光

義
・
岡
本
英
貴
・
中
村
洋

行
・
松
尾
英
和
【
光
】
田

村
秀
樹
・
中
水
麻
里
子【
防

府
】
原
洋
子
【
山
口
】
土

井
洋
行
・
原
田
琢
嗣

（
応
募
総
数
22
）

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

作・斉藤達夫

丙午の女

芸
能
人
で
は

「
初
代
ス
ケ
バ
ン
刑
事
」

麻
宮
サ
キ
を
演
じ
た

S・Y
と
か

「
な
ん
て
っ
た
っ
て

  

ア
イ
ド
ル
」の

  

K・K

な
る
ほ
ど

美
形
が
多
い
の
う

今
年
の
干
支
は

60
年
に
一
度
の

「
丙
午
」だ
ね

ひ
の
え
う
ま

丙
午
の
女
は

性
格
も
激
し
い

な
ん
て

い
わ
れ
る
が
・・・

恋
し
い
男
に

会
い
た
い
一
心
で

江
戸
の
町
に

火
つ
け
ま
で
し
た

「
八
百
屋
お
七
」が

丙
午
の

生
ま
れ
だ
っ
た
の
で

「
元
祖
バ
ラ
ド
ル
」

四
文
字
事
件
の
M・A

「
梨
園
の
嫁
改
め

  

梨
園
の
母
」M・H

ヒノエ  ウマ

S・
Y（
斉
藤
由
貴
）K
・K
（
小
泉
今
日
子
）M
・A
（
松
本
明
子
）M
・H
（
三
田
寛
子
）

ダイニングバー
（セラヴィ）

住所：防府市天神1-2-3
TEL：090-6414-7734
営業時間：18：00～24：00
　　　　　日祝日休み

A

D

C

G

B

F

1

8

11

16

9

23

2

6

17

20

3

14

18

15

5

12

7

10

13

21

4

19

22

E

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
洋
服
←
→
。

③
組
合
の
発
行
す
る
○
○

○
○
「
や
ま
ぐ
ち
」
を

読
も
う
。
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熊谷教宣部長（左官・61）

「１年間健康で頑張ります」

岩国・宮本 義博（基礎工・31）

「健康第一」

小野田・中垰 清和（屋根工・52）

「健康第一」

阿東・折口 大介（内装・48）

「穏やかに生きる」

宇部・島根 政義（大工・59）

「飲み過ぎ注意」

下関・荒木 泰司（大工・62）

「実るほど頭を垂れる稲穂かな」

吉南・北乘 　誠（木工・40）

「無病息災＆家族円満」

熊毛南・藤井 洋巳（建具・72）
「健康と安全に

気を付けて仕事をする」

徳山・野村 　潤（電工・33）

「安全、品質の向上」

萩・楠本 直也（造園・58）

「目標遂行」

豊浦・片岡 伸元（大工・47）

「一攫千金」

長門・山田 愛倫（大工・44）

「怪我なく元気に」

光・脇村 佳樹（畳工・44）

「無病息災」

美祢・杉山 征男（大工・82）

「無病息災」

柳井・浅原 悠人（土木・23）
「結婚し２月に子供が生まれるの
でより一層精進してまいります」

防府・安田 　宏（基礎工・65）

「１年間駆けぬける元気が欲しい」

山口・為栗 正美（型枠・71）

「年男です 健康が一番」

　組合員さんから新年の抱負
を届けてもらいました。
　令和 8年はみなさんの幸福
な年となりますように。

『新年『新年のの抱負』抱負』

息子の海和（みなぎ）さん

下松・有馬 藏人（左官・47）

「和衷協同」


